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【参考５】 

塗料に係る排出量 

 

１． 届出外排出量と考えられる排出 
接着剤の場合と同様に、建築現場、土木現場、家庭での塗料使用に伴う排出に加え、路面標示に伴

う排出が考えられる（表 1）。 

 

表 1 塗料の用途と推計区分の対応 

「塗料製造業実態調

査報告書」の需要分

野 

届出外排出量 

届出 

排出量 

非対象業種 

家庭 
建築工事業等 

土木工

事業 

舗装工

事業 住宅 
非住

宅 

建物 ○ ○     

構造物   ○    

路面標示    ○   

家庭     ○  

その他（製造業用等）      ○ 

 

２． 推計を行う対象化学物質 
塗料には、樹脂を溶かすための溶剤や、顔料が含まれており、いずれも塗料の使用に伴って大半が

環境中へ排出される。塗料として、表 2 に示す 12 物質について推計を行う。 

 

表 2 塗料において推計を行う対象化学物質 

原材料用途 
物質

番号
対象化学物質名 

溶剤 

40 エチルベンゼン 

63 キシレン 

177 スチレン 

224 1,3,5-トリメチルベンゼン 

227 トルエン 

可塑剤 
270 フタル酸ジ-n-ブチル 

272 フタル酸ビス(2-エチルヘキシル) 

顔料 
69 6 価クロム化合物 

230 鉛及びその化合物 

凍結防止剤 
43 エチレングリコール 

44 エチレングリコールモノエチルエーテル 

その他 30 ビスフェノール A 型エポキシ樹脂 

注：（社）日本塗料工業会へのヒアリング（平成 19 年 12 月）による。 
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３． 推計方法  
推計対象年度の全国出荷量はすべて使用され、使用量の一定の割合が環境に排出されるも

のと仮定し、推計を行う。その他の推計方法は概ね接着剤と同様である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 塗料に係る排出量の推計フロー 

 

４．  推計結果  
塗料に係る排出量推計結果を図 2、表 3 に示す。塗料に係る対象化学物質の排出量の合計

は約 48 千 t と推計される。 

 

平成１８年度
全国排出量

（塗料）
約４８千t/年

トルエン
32%

その他
1%

エチレングリ
コール

1%

エチルベンゼ
ン

15%

キシレン
51%

 

図 2 塗料に係る排出量の推計結果（平成 18 年度；全国） 

需要分野別・対象化学物質別
の全国の届出外排出量（ｔ/年）

都道府県別の新築着
工床面積（ｍ2/年）等

需要分野別・塗料種
類別の標準組成(%)

需要分野別・対象化学物質別
の全国使用量（ｔ/年）

需要分野別・塗料種類別
の全国出荷量（ｔ/年）

対象化学物質別の環
境中への排出率(%)

都道府県別・需要分野別・対象化
学物質の届出外排出量（ｔ/年）
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表 3 塗料に係る排出量推計結果（平成 18 年度；全国） 

対象化学物質 全国の届出外排出量（kg/年） 

物質

番号 
物質名 

対象

業種

非対象 

業種 
家庭 

移動

体 
合計 

30 

４，４’－イソプロピリデンジフ

ェノールと１－クロロ－２，３－

エポキシプロパンの重縮合物

（別名ビスフェノールＡ型エポ

キシ樹 脂 ）（液 状 のものに限

る。） 

92,112  92,112

40 エチルベンゼン 6,661,509 633,095  7,294,604

43 エチレングリコール 630,399 87,232  717,630

44 
エチレングリコールモノエチ

ルエーテル 
18,541  18,541

63 キシレン 23,222,323 967,940  24,190,263

69 ６価クロム化合物 12,947  12,947

177 スチレン  1,157  1,157

224 １，３，５－トリメチルベンゼン 419,354 47,808  467,161

227 トルエン 15,026,383 483,297  15,509,681

230 鉛及びその化合物 83,302  83,302

270 フタル酸ジ－ｎ－ブチル 35,590 171  35,761

272 
フタル酸ビス（２－エチルヘキ

シル） 
1,449  1,449

合    計 46,205,066
2,219,54

3 
 48,424,609

 

 


